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本研究では、高等学校で始めて学ぶことになる世界史の学習にスムーズに入るために、導入~j教材の開発

に取り組んだ。平成21年に出された新学習指導要領では、中学校社会科との円滑な接続、地肢の関連付け、

言語活動、地図の活用などのより一層の充実が求められている。これらの点をふまえて、地際融合の教材と

して冨旗を取り上げ、教師主導の教え込み型ではない生徒参加型のワークショップ教材として構成した。
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1 はむめに

高等学校の「世界史AJは、世界の近現代史を中心に

学習する科目である。しかし、近現代史中心の科目とは

いえ、前近代史の理解なしには学習が成り立たない。そ

の一方で、 2単位で世界の歴史をすべて網羅するのは容

易なことではない。そこで「世界史AJでは、前近代史

においては文明史や交流圏などのf持徴的な学習単元の構

成が工夫されている。それでも、判交行事などで授業が

つぶれたり、分かりペコすさを優先して特定分野に多くの

時間を害IJし¥てしまったりと、種々の事情が重なり、教科

書の内容を現代史まですべて扱うことは簡単ではないの

が実情である。

平成21年 3月に高等学校の新しい学習指導要領(以

下、新指導要領と記す)が告示された。 i由連歴史科につ

いては大きな改定は無いものの 世界史、日本史、土雌

のより-J蓄の関連付けや地図の活用の国完が規定された。

新指導要領解説地理歴史編によると Ittt界史AJの改訂

の要点について、「導入時期の学習における地理・日本史

との関連付けと、中朝交社会科との接続に配慮した内容

構成jにしたことが挙げられている。すなわち、大項目

「世界史へのいざなしリの新設し、地理的条件や日本の

歴史との関連付けに留意することにした点と、中朝交社

会科の内容との橋渡しを期待するとともに、世界史学習

の基本的技能に角蚊もさせるようにした点が指摘されてい

る。中朝交社会科(歴史分野)において扱いの乏しし 1世

界史の学習にスムーズ)こ入っていけるように面白意したこ

とと、名ばかりの地庭科ではなく士M と歴史が融合され
て総合的な観点から世界史を学べるように菌占意した点は

大し斗こ評価できる。ところが、新指導要領鍋処の桝警

における「世界史へのいざなしリの記載は、本編の前段

1)皆のコラムや折り込み資料のような扱いのものが多く、

授業者の裁量次第では授業化されないケースも考えられ

る。ちなみに、世界史Bにおいては従前の司有求 11句可坂

指導要領より 1-1立界史への扉Jとし¥う導入単元が設定さ

れているが、世界史学習導入期の教材の蓄積がまだまだ

乏しいことと、1:由理に疎い世界史教員にとっては地Hlll~l<J

条件との関連付けに苦心することが予想されるため、

友IJも早川出軍関!合型の導入期の教材や;哲導料タ'IJの諮積が

望まれる。

2. 国旗を用いた「世界史AJ導入期教材の開発

前述の課題を受けて、筆者は1:倒馬主攻出身の世界史教

員とし¥う立場を生かして、地理的条件との関連付けを試

みた「世界史AJの導入期務同の開発に取り組ん7二そ

の要点は、①I~'旗の地経融合教材ーとしての有効i生、②ワ

ークショッフ形式・モノ初ヰの開発、@晃代の世界認識

を既習知識に、の3点である。 以下、各要点lこついての

見解を述べる。

1 )国旗の地歴融合教材としての有効性

世界史の教科書;を見ると、レバノン、カンボジア、

アメリカ、イギリス、フランス、オーストラリアなど

様々な単元で国旗が登場することが多い。

辻原 (2003)は「図説国旗の世界史Jのなかで、

国旗は「各民族の歴史や文化あるいは思決性、建国の

精神、自然環境など、様々な構成要素の表徴Jである

と述べている。すなわち、建国後にその国の辿った摩

史的な経緯、民族や宗教の精神や象徴、その留に特守致

的な自然環境などが国旗のデザインや色使いに反映さ

れており、土修毘・歴史の枠を超えて、多面的なd情報を
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もたらしてくれる格好の素材であるといえる。新指導

要領で求められている士出藍の関連付け、地図などの資

料の活用の視点にも充分応えてくれる教材である。

2)ワークショップ形式 u モノ教材

中:料交社会科における歴史教育は日本史を中心に展

開しており、世界史に関わる部分は限定的・断片的に

登場する形になっている。したがって、世界史は多く

の生徒にとって高校生になって初めて学ぶ科目となる。

その割に、世界史 O歪史)学習に対するイメージはよ

ろしくないようで、始まる前から学習意欲が低い生徒

が多くみられる。このような生徒の実態を受けて、導

入期からワークショッフ11究Uこすることによって、ま

ずは「路史の授業は講義一辺倒j とし 1う生徒のイメー

ジを崩したいと考え7じそして、ゲーム感覚で、のクずル

ープワーク、生徒同士の議論(言語活動)などの活動

を通して楽しく世界史学習を開始することで、食わず

嫌し1の「世界史アレノレギーJを早い段階で除去するこ

とを意図している。また、 I~I旗(カード)というモノ

を手がかりとした生徒主体の授業形態とすることで、

学習内容への意欲や親近J惑を持たせると同時に、歴史

の学習は単に教授された知識を覚えるだけでなく、 I~I

分の頭で考えて角物ト考察することの必要'1生を導入期

の段階で意識づけることを意図した。

3)現代の世界認識を既習知識に

祐岡ら (2004)は、世界史Aの学習方法として倒叙

法の有効性を説いている。一般的に歴史の学習は、過

去からj願を追って現在に向かつて学習していくことが

多いが、この倒叙法は、歴史を過去に遡って学習して

しくものである。!1主史の結末を珪境卒したとで、その発

立W/ì'\寸過を遡って学習していくのである。我がI~にお

ける倒叙法に関する書物は、吉EEl東伍が 1913年より

':%i峰した「倒叙日本史J全 1011Hがあり出で、あろう。 戦

後になって社会科が始まって1'1'与もない頃、和歌森・ ~ì(~

許可 (1953) は、歴史教育における倒叙法の千訪)JI'~I::~こ賛

成するものの、その指導方法に苦労している点諾って

いる。その難しさからか、歴史教育における倒叙法の

導入に関する研究実践はまだ翻黄が少なく、管見する

限りでは、岩瀬 (1993)、土屋(1998)、そして前述の

祐同ら (2004)くらいしか見当たらない。また、樋口

(1994)は「“なぜ"としづ疑問をタテ糸にして歴史

を遡ってし 1く方法-倒叙法こそ、歴史本来の姿Jであ

るとし、続けて rJ埜史とは、昔を単に調べるだけの学

間ではなく、今日を知り、明日を洞察するための“手

がかり"なのだからj と考え、昭和から古代まで4mt

にわたって遡っていく『逆・日本史』としづ歴史読本

を書き上げている。

筆者は世界史学習の内容的な終着点である現代の世

界認識を導入期に既習知識として定着させ、「なぜ・ど

のような過程を経て現在のような情勢になったのかj

という視点を持ちながら、これからの 1年間の世界史

Aの授業に臨んでほしいと考えた。また、教材とした

国旗や関連して授業で取り扱う話題は、これ以降の世

界史を学んでし¥く中で度々登場することになる。キリ

スト教の3つの宗派などのように単純化したものを示

し、導入期で生徒の世界史学習へのレディネスを整理

する意味合いも兼ねている。

以上の視点をふまえて、利高で報告する「国旗から見

える世界JC 1; ¥うワーク、ンョッフ。初寸の開発に取り組ん

だLまた、ワークショッフ。の前段階として、世界地図の

メンタルマップ。を警かせ、導ー入期に置ける生徒の地理的

認識の状況を石信容する。これらを合わせた導入期3時間

分の授業の概絡を次章に示す。

3舗 導入期3時間の授業の;すれ

授業概要

1 -世界史A授業ガイダンス

-メンタルマップ。を描く (生徒自己紹介を含む)

-世界史A教科書判己布

2 -メンタルマップOf~卒説

(六大陸と三大洋、アマゾン川、ビクトリア湖)

-ワークショップ rl~旗から見える世界J

3 -ワークショッフ。 rl~旗から見える世界J 解説

十字(キリスト教)、一日月と星(イスラーム)、

赤iさi黒(アラブ人)、赤黄緑(アフリカ色)、南

十字星(オセアニア)

{第1H寺間lヨ}

まず、初IEJの授業ということで前半3分の2の時間を

使って、担当者自己紹介、「世界史A授業ガイダンス」を

行う。その後、残りの 3分の lの時間では、「イ可も見な

いで世界地図を書いてみよう(メンタルマッフ)Jという

作業を課す一。書き方は自由で、あるが、詳細に書けるとこ

ろは、なるべく忠実に表現してもらうように指示する。
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これから l年間世界史の学習を進めるうえで、この時点

で生徒がどのような地理Ij笥忍識を持っているのかを確認

する意味とその後の教材への前提とすることを含めて、

この11撲に取り組んでもらっている。全員が徐々に世界

地図らしくなってきたあたりで、六大陸と三大洋の名称

を書き出させる。ここでぺンが止まる生徒が出てくるの

だが、「答えはたった今みんなが書いたで、しようJと付け

加える。さらに、アマゾン)11とビクトリア湖の位置を書

き込ませる。アマゾン川はまだしも、ビクトリア潟iO)(立

置を知っている生徒はほぼ皆無である。ビクトリアとい

う名所]からイギリスに書かれていたり、アメリカ玉大湖

になっていたり様々な解答がみられる。全員書き終わっ

たところで、メンタルマップ。を回収して第11時間13の授

業は終了となる。

{第2時間iヨ}

最初に、第1H寺間iヨで生徒に書いてもらったメンタル

マッフ。を返却し、授業の前半を使ってその解説をするO

まず、六大陸と三大洋の位置と名称を11信恋する。小朝交

または中学校で、ヨーロツノミ大陸やアジア大陸と教えられ

ている生徒が少数見受けられるが、正式にはユーラシア

大陸であることを指摘したり、オ寸Zアニアは大陸で、はな

く地域区分上の名称、で、あることを7l街忍したり、太平洋と

大西洋の漢字の違し1について注意を促すユそして、アマ

ゾン)11とビクトリア湖の位置を地図i擦で擁認し、アマゾ

ン)11の河口部分とビクトリア湖に赤道が通っていること

を研吾容させる。赤道は熱;l帯地域の分布およひ理主帯産fl三~

の生産地域などとも関連している地理的認識に不可欠な

ものである。こうした地理的な話題との関連も導入期の

段階で意識づけておく。

次に、授業の後半では、国旗を用いたワークショップ

写真1 毘旗のグ)レーピングの様子

に移る。 6~7 人で 1 班として、各班に 25枚の国旗カー

ドを配布し、それらを5つのグループにグノレーピンク、、さ

せる。生徒たちは、議論をしながら、樹新也づかいに

よって、 j蛮旗を分けてし¥く。徐々に作業が進んで、きたと

ころで、カラーで印刷した世界の国旗、一覧を器白官し、各

クずノレーブ。のi主!名を確認させる。そしてグルーア。ご、とに色

分けして世界地図にマッピンクやさせる。最後に、完成し

た世界地図を見て、気付いたことワークシートに記入す

る。ワークシートを回収して第21時間同は終了となる。

{第31時間目}

はじめに第21時間自のワークシートを返却して、ワー

クショッブ。の解説を行ってし1くO 筆者が意図した5つの

クマループ。を?綜忍し、それぞれ関連~iJ却系の説明を行う。

まずは国旗ーにスカンディナグィア十字が掛かれている

く-1弓三クツレーブ。>で、あるO アイスランド、 ノノレウコ二一、

スウェーデン、フィンランド、デンマークの5カ胞がil友

当する。世界地i必にマッピングすると北欧に集まって分

布していることがわかるO デザインの十守:は 1-守:架を表

しており、キリスト教を信仰している国々で、あることが

わかるO ここで、キリスト教には主要な3つの宗派(カ

トリック、 1E教、プロテスタント)があることとそれら

の伝播の過程を確認する。

2つ目はく三日j月ヲと星星‘グ、/ルレ一フ。>で

ユニジア、アルジエリア、パキスタン、ウズベキスタン

の5カlilが該当する。イスラームの象徴である三日月と

星が共通して描かれている。これらの国々が北アフリカ

~西アジアさらに中央アジアに広がる乾燥j出或に広範囲

に分布していることを併読忍し、太陰暦の話を挟む。ここ

で、一口にイスラームといってもスンナ派とシーア派の

二大宗派があることを材昂恋する。また、インドネシア・

写真2 霞旗グループの着色作業の様子
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マレーシアなどの東南アジアにもイスラーム国家がある

ことも角蚊もておく。

キリスト教、イスラームが出てきたところで、世界三

大宗教の確認をする。生徒に答えさせると前述の2つま

で出笥単に出てくるが、最後の1つをヒンドゥー教と解

答するケースが多い。信徒の数でいえばヒンドゥー教は

3番手になるが、インドを中心とした問実宗教であるこ

とを指摘し、世界宗教の意味を考えさせる。正解の仏教

が出てきたところで、日本古来の宗教である神道やユダ

ヤ教などの民族宗教もいくつか.fy財しるO

3つ自はくアラブブブ、守、ノ人¥クググ、心、ノLレん一ブ。>で

ア、イエメン、エジフ。ト、スーダンの5カ国が該当する。

国旗に赤白黒の汎アラブ色を用い、アラビア半島を中J心L心、

に分布している典型i的j早杓4句〕なアラブ

これらのi医回豆蛮!々 の{住主民の宗教は大概イスラ一ムでで、あるが、

三iヨ月と星よりも民族を前面に押し出した国旗を用いて

いる。このアラブ民族王義は石油危機などの近現代史に

再ひ澄場する。また、 i随時ミに珪立4卒されがちな民族と人種

の違いや民族主義なとοについて角~れる。

4つ患はく赤黄緑グ、ループ。>で、あるO ギニア(マリ)、

セネガノレ、ガーナ、カメノいーン、エチオピアの5カ匡iが

該当する。し吋迫れ、もi蛮旗:に赤黄絞を用い、仁

にづ分士才布Hしているi毘王雪i々で

1槌謹j氏E芙芝j地喧化ののち、 19581=1三に独立したガーナ、 1960年の

「アフリカの年」で独立した国々がエチオピアの色使い

を参考にして赤黄緑を自国の国旗に用い、のちにこれが

汎アフリカ色として認知されるに至ったことに角批しる。

5つ目はく南一iト円一4守字三墨星.ク寸γ/ルL一ブ0>で
ア、ニュージーランド、パブ。アニューギニア、サモア、

ミクロネシアの5カ国が該当する。!豆11拠こ南十字星を用

いており、オセアニアに分布している。また、オースト

写真3 3時間自授業で用いた解説スライド

ラリアとニュージーランドの国旗には、イギリスの国旗

が描かれていることにも角蚊工、欧米列強の海外進出、イ

ギリス連邦などの話題に角財もる。また余談として、イギ

リス国旗には上下があることにも角財もる。

生徒は中期羨や色遣いをもとにして国旗をグ、ルーヒ。ンク守

しただけなのであるが、それらの国々を世界地図で、マッ

ピンク守してみると見事に士出或的に固まって分布している

ことがわかる。つまり、似ている毘旗は近隣の地域に集

まっているとしづ事実に気づかされる。また、国旗に描

かれている;j:~説茶や色づかし\の共通点は、宗教や民族など

の反映であることに気づき、それらの国旗が近憐のi也i或

に集まっている理由に納得がし¥く。世界地図へのマッピ

ングから、現代における民族・宗教などの大まかな分布

状況の認識まで発展させることができる。

これら冨旗をもとに盟強卒した民族・宗教などの分布の

認識を導入期に定着させ、「どんな関疾・宗教があるのかJ

ということもさることながら、「なぜこのような分布にな

るに至ったかJという視点を持たせて、 1年間の世界史

学習へのtJJ1~泌すけをするO ちなみに、この後の大単元「諸

j出或世界の交流Jにおいては 主要宗教の成立、諸民族

の移動・衝突・興亡などがお還となり、導入期に学んだ

知識がf!-fび登場する。また、現在の分布状況との差異に

対して、常に「なぜ・どのように」という視点を持って

世界史の学習に向かわせることができる。本初寸で確認

した事項が年!習を通じていわゆるスパイラルな学習構造

を持たせることができ、現代世界へ向かう経過を槌時ス

ムーズに荷主忍することができる。

4. おわりに

筆者は本教材を6年青白から f世界史AJの導入期教材

として実践している。年々改良を加えながらの実践を重

ねているが、まだまだ発展途上にある教材である。元々

は吹浦 (2003)から着想を得て、国旗のマッピングを通

じて主出域区分をして現代世界を概観する地理の教材とし

て開発に取り組んだものである。風土を基盤とした民族

や宗教などの空間的な広がり離別こ重点カ濯カれてしも

のはそのためである。地理的な発想から出発して、空間

的な広がりに時間的なj突-行きを持たせることで、地j歪融

合の教i寸として構成している。

平成 21年に出された新指導要領では、中朝交社会科

との円滑な;鋭淀、上出藍の関連付け、言語活動、地図の活

用などのより一層の充実が求められている。この粉、ォに

は、それらの諾側面が盛り込まれており、新指導要領下

で新設される導入期単元「世界史へのいざなしリにおい
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ても有ヲザIJ~こ活用で、きる教材となっている。

地歴融合ということに関しては評価が非常に難しく、

地理的な話題を取り上げたり、地図を用いて学習すれば、

それすなわち日出堂、が融合した授業j とはし1えない。筆

者は、歴史事象を地理的な思考で、考察する機会を保11制一

ることが)汗要であると考える。 i由連的な思考に関して学

習指導要領では「地理的な見方・考え方Jとし 1う文言で

説明されており、以下のふI~日こ集約されている。

①事象を位置と空間的な広がりでとらえる

②事象の配置の背景や要因を環境条件や他地域との

結び、っきと人間の営みのかかわりに着目してとら

える

③事:象の上出費l'生を一般的共通性とj出或131特矧柑iから

とらえる

④事象の地域性を大ノパ茶々なj'lliJ或が部分と全体を構

成するi新系で、重層的な構造になっていることをふ

まえてとらえる

⑤事象と地或の変容をとらえ、地域所持重や将来像

について考える

今回開発した教材では、国旗のデザインや色使いの類

似性に着目して分類させ、士出~I的見方・考え方の①のよ

うにそれらの位置と空間的な広がりに着目させた。その

中で②のように環境条件との関係性や人間の生活にも触

れ、多角的lこ地j或の特ヰ数をとらえられるようにした。

地理的な思考に際しては、空間的な考察は当然なが

ら、現在を起点として過去を含めた広い待問的な広がり

の中で考察するところに特性があると考えている。その

毎も点を利用して、倒叙法の導入を言説ιたのである。現代

の世界認識を石信忍するところから始めて、 JI頃に近代・中

世・古代と遡っていくのが本来の倒叙法である。しかし、

筆者の現時点でで、の実践でで、lはま結局のところ導入期以i降i経年の単

元は通{例炉列jどおりに古代から始めてしまつているのが実{情育

で

倒叙法の視点は年i間官苛?を通しての単元構成の話だだ、けでで、なく、

11時1時寺i間習の授期期:掬5或えや単元レベ吋ノレの内容構成にも適用可能

でで、あるO すなわち、教科書通りに事:象が金一式2したJI演番に

授業を展開していくだけでなく、授業の導入部分で本時

の学習課題として結末や結果を提示し、「なぜこのように

なったのかJとの問し¥かけに対して、授業の中で角卒明・

考察してしく展開である。こうすることで、生徒は授業

の中で事象の因果関系を考察しながら受講する形となり、

単なる歴史用語の暗記型の授業に焔ることを回避するこ

とができるのではないだろう7J¥この点は単に教員の話

術引受業展開の工夫のことであり、わざわざ倒叙法と括

らなくてもいいのかもしれないが、歴史的思考力を育成

するための「思考の機会j を与えるには格好の手法であ

ると考える。ただ、戸井田 (2004)が指摘するように、

これまで学習指導要領においてはり琵史的思考力」の明

確な定義づけがなされないまま、指導j引去(学習方法)

のあ題追究学習への傾倒が見られる一方だという。新指

導要領においても「歴史的思考力jについての明確な説

明はなされていないが、中樹子答申や改正教育品開丈法を

受けてさらに重視されることになった「思考カバjEUIa;!r7J・

表現力等の育jぬに乗っかる形で¥指導上の匝白蜜奇信長に

盛り込まれている。思考力の育成とは対極にある rll音記
科目Jというレッテノレからmelミ11するためには、生徒の科

目のイメージを覆すこともさることながら、教員自身の

指導観も改めてし¥かなければならない。住IJ叙法による1ユ旨

導法の確立には、前述の説縫ーの克服へのj~Jl符も込められ

ている。筆者は今年度のいくつかのi私立こで制叙法を}=j:jい

た授業展開を部品Lたが、こちらの考察については改めて

別稿~こ報告したい。

今後は、「世界史AJにおける国旗の鞍附ヒのj戎熟をj玄!

っていきたい。 また、 倒叙泣訟法;ミ凶を剖j有和し¥マ7たたこご-1世iりj

j成戎、導入郊の学習とその後の前近代史・近砂L代史との接

続についても、教科教育学的な見地から研究尖i践を蕊ね

ていきたし、

注:本稿は、「第53回全1I付連高等さ斜交部会教育研究大会

地歴公民分科会jにて口頭発表したものを骨子に力IJ

-修正を加えたものである。
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